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探究科の１年次生を対象とした西高海峡

ディスカバリーを４月１２日（金）に実施

しました。西高海峡ディスカバリーは、本

校に入学して間もない１年次生が、下関市

唐戸地区で探究活動に取り組むものです。 

当日は、唐戸にある下関市勤労福祉会館

に集合し、ディスカバリーを開始しました。

開会行事ののち、下関市教育委員会教育部

文化財保護課主査 藤本 有紀 様による「歴史や街の

成り立ちを知って 探究的な視点をもとう！」をテーマ

とした講話が行われました。講話では、下関市の歴史や

文化や中学校までに学んだ歴史の教科書に登場している

下関の話題についてお話いただいたのち、日本遺産に認

定されている関門〝ノスタルジック″海峡に関わる唐戸

地区の文化財について説明していただきました。さらに、

旧秋田商会ビルを取り上げて、探究活動を行う際のポイ

ントを説明していただきました。 

講話ののち、下関観光ガイドの会のみなさまの御案内

により、唐戸地区の文化財である赤間神宮や旧下関英国

領事館、日清講話記念館、旧秋田商会ビル、南部町郵便局

などを見学しました。赤間神宮では、耳なし芳一の伝説

や壇ノ浦の合戦で敗れた平家一門の墓である七盛塚につ

いて説明していただくなど、普段何気なく眺めていた文

化財をより深く知ることができました。 

午後は、下関市立しものせき水族館「海響館」に会

場を移し、海や川の生き物の探究に挑戦しました。海

響館で飼育されているペンギンやフグなどを観察す

るとともに、迫力あるイルカのショーを見学しまし

た。さらに、海響館を運営されている下関海洋科学ア

カデミーの 荻本 啓介 様から、水族館の役割に

ついて説明していただきました。水族館は、海や川の

生き物の飼育に加え、種の保存や研究、教育活動など

に取り組まれていることを学ぶことができました。 

学校を離れ、唐戸地区で活動することにより、１年

次生には新たな疑問が生まれ、これから探究してみた

い事柄に出会うことができました。そして、出会って

１週間足らずの仲間達と交流を深めることができまし

た。５月８日（水）には、このたびの研修成果を各クラ

スで発表します。グループのメンバーとしっかり準備

をして、自身の考えが伝わる発表を目指してください。 
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昨年度の総合的な探究の時間において課題

研究に取り組んだ普通科の２年次生が、新たな
研究班を編成し、今年度も課題研究に取り組み
ます。課題研究を実施する総合的な探究の時間
を本校ではＮＣＡと呼んでおり、これはNishiko 
Career Approachにちなんで名づけられました。 
４月１７日（水）のＮＣＡの時間に実施したガ

イダンスでは、研究班編成の方法や発表会まで
の班別研究の日程、昨年度は手書きで作ったポ
スターをこのたびはタブレットを使って作製
してもよいことなどが説明されました。さら
に、研究の成果をポスターにまとめるときに
は著作権に配慮する必要があることや、アンケート調査

により信頼できる
データを得るための
方法などを学ぶこと
ができました。ＮＣＡ
の授業時間だけでは、
研究や成果をまとめ
る時間を十分とるこ
とができないかもしれませんが、夏休みの期間等を活用
して、研究班のメンバーと課題解決に挑戦してください。 

 

 
探究科の生徒を対象とした、今年度

の教科「探究」の授業が始まりました。
教科「探究」では「課題を発見する力」
「課題を解決する力」「成果を表現する
力」の３つを身に付けることを目指し
ます。それぞれの科目では、ガイダンス
が実施され、今年度の授業の内容や行
事、評価の方法などが説明されました。 
４月１７日（水）に開催された、１

年次生対象の基礎探究Ｂのガイダンスでは、探究科の３年間で挑戦する様々な取組につい
て説明が行われるとともに、夏休みに行う「夏休みディスカバリープロジェクト」や２学

期に行う「九州大学訪問」について紹介されました。基礎探究
Ｂでは、こうした活動に加え、表現力を向上させるための様々
な発表や英語によるプレゼンテーション、情報活用力を向上
させるための取組などにも挑戦します。しっかり取り組んで、
探究活動の基礎を身に付けてください。 
４月１１日（木）に開催された、２年次生対象の発展探究のガ

イダンスでは、課題研究の進め方や、発表会の日程について説明
がありました。２年次生は、身近な社会や自然の事物・現象から
感じた疑問をもとに研究テーマを設定し、課題解決を目指して研
究します。課題研究においてテーマ設定は重要な活動の１つです。
１年間を見据えた研究活動となるよう、しっかり考えましょう。 
４月１５日（月）に開催した、３年次生対象の人文社会科学

探究と自然科学探究のガイダンスでは、これから学校外で開催
される課題研究発表会や論文コンテストの紹介、情報活用力向
上に向けた活動について説明がありました。３年次生は、これ
から発表会やコンテストなどに応募するための準備を進めま
す。それぞれの研究班において、課題研究の成果をしっかりま
とめ、多くの方々に成果が「伝わる」ことを目指しましょう。 
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